









ング先生・長澤先生を囲む会」(1999 年 6 月)で，ハイキングクラブ誌『銀稜 4 号』が山
崎先生の手により刊行・配布されたことも記した。
『銀稜 4 号』(B5 版 70 ページ)は，顧問の山崎静雄先生・長沢静雄先生の回想，クラ








ルドワーク雑感」なる拙文を 1999 年 7 月 8 日付けで先生へお送りした。当時の私は，新
潟県立新潟西高等学校に教諭として在籍しながら筑波大学大学院教育研究科（修士課程）
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志村 喬（昭和 54 年卒）
1 卒業してから現在まで

















































































































5)中嶋文明(1999)：僕らのインディ・ジョーンズだった．『銀稜 4 号』 ,p.34．
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なった現在，フィールドワークに基礎をおく野外科学的学習が重要だと私は考えているの
ですが，実際の動きは反対です（だから地理や地学を必修で履修させよとは言いません。
これらを含んだ総合的な学習が重要だとの意味でです）。
今思えば，高高で地理と地学を勉強したことは幸運なことでした。少なくとも私にとっ
ては，そこで履修できなければ，今の職業に就くことはなかったでしょうから。
５ フィールドワークの場としてのハイキングクラブ
上記のような事柄を『銀稜 4 号』を読んで思い，最後に考えついたのは「自分にとっ
てハイキングクラブは，野外科学たるフィールドワーク体験の場だった」ということです。
いささか構えた言い方ですが，今振り返ればそれだけの価値が僕にはありました。地理を
はじめとした知識，野外での体験，レポートを書くという技能を総合的に学習できる場で
した（その成果・到達度は私個人には問わないで下さい）。そして，何よりも楽しい場で
した。中島先輩はワクワク・ドキドキを与えてくれた「僕らのインディ・ジョーンズ」
5)
と書かれましたが，その通りです。知的刺激も冒険もタップリだったことが，なによりも
魅力でした。
６ 家庭でのフィールドワーク
ここまで学校教育とフィールドワークのことについて書きましたが，何もフィールドワ
ークは学校でだけやることではないはずです。自分に比べて野外体験が乏しい生徒が多い
と，私は学校で感じています。しかし。先に述べたようにフィールドワーク的な授業実践
は困難な状況です。さらに，それに追い打ちをかけるように，学校 5 日制の導入につれて
遠足をはじめとした校外での行事が縮小・廃止される傾向もあります。そんな現状では，
社会教育の場と共に，家庭でのフィールドワークがより大きな意義をもつはずです。
そこで私は，冒頭の近況で報告したような家族ハイキングを，家族のリーダーとして始
めたのです。この大義名分もと，私ことリーダーは，指揮を続けるつもりです。単に自分
の趣味に付き合わせてるとの不平があっても，『銀稜 4 号』掲載のみんなのメッセージ
を励みにして，，。。
（1999年 7月 8日記）
